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「年商167万円から約3.5億円（グループ全体）に
� 〜老舗和傘店を立て直すアトツギ職人〜」

株式会社日吉屋
代表取締役　西堀 耕太郎 氏

　和歌山県新宮市出身で地元市役所に勤務していた西堀耕
太郎氏が後に妻となる日吉屋の次女と出会ったのが今日に続
く大きな転機となりました。当時、160年以上の歴史を刻んで
きたこの老舗は年商僅か167万円、廃業寸前でした。しかし、
和傘の伝統美に魅了された西堀耕太郎氏は5代目に就任しま
す。2004年、29歳の時でした。深刻な状況の中で天啓のよ
うに閃いたのは「和傘を照明に転用でき
ないか」という発想でし
た。以来、試行錯誤を重
ね、外部のデザイナーと
コラボによるコンテンポ
ラリーな新商品を創出
します。それが「古都里
-KOTORI」でした。
　この独創的な美意識が映える商品は各種デザイン賞に輝
き、各行政機関の支援施策を受け、パリで開催される世界最大
級のインテリア&デザイン見本市「Maison&Objet」、フランク
フルトで開催の「Ambiente」などに出品。さらに素材にスチー
ル +ABSを用いた可変照明「MOTO」は世界最高峰のデザイン
賞「iF Product Design Award」を獲得。日吉屋の世界に向け
た新商品は海外メディアでも大きく取り上げられ、圧倒的な評

価を得ています。「名高いデ
ザイン賞を取り、メディア露出
を高めることは非常に効果的
です。マーケットは世界的に
も急増している富裕層に絞り
込んでいます。特に欧州に発
信し、中東・アジアの成長市
場への普及効果を狙っていま

す」。2012年には日本の伝統工芸や中小企業の海外向け商
品開発や販路開拓を支援するT.C.I. Laboratoryも設立し、海
外進出を積極的にサポートしています。
　「例えば、TCI 研究所を立ち上げ、中小企業の方々と接して
いると、事業継承に関する具体的な悩みを数多くお聞きしま
す。ここで私が実感するのは『外部からの眼』が非常に重要だ
ということです。内部におられる方々は自らが生み出している
商品の良さに気づいていないということが多々あります。あま
りにも身近過ぎて分からないのです。また、ご自身が確信して
おられる『日本らしさ』という観点が外部から見た場合、異なっ
ている場合も少なくありません。グローバルな視点が必要なの
です」。その一例として西堀耕太郎氏は「漆器」を挙げます。こ
の伝統品は徹底した磨きを施すわけですが、海外市場では木
地自体の自然美を際立たせ、食器を持ち上げてはいけないと
いう欧米のマナーに即したテーブル食器とすることで受け入れ
られたのです。また、組紐はデザイナーの要望で斬新で優美な
ネックレスとして商品化されました。柔軟な観点に立ったロー
カライズが不可欠だと提言します。
さらに事業継承における根幹的な問題として「経済的に成り立
たない」、「仕事に誇りが持てない」という声ががありますが、

　2025年には日本の社長の64 % が70歳以上を迎えるという状況の中で、現在、
中小企業の約2 / 3が後継者不在という大きな課題に直面しています。国内総生産
の約22兆円、約650万人の雇用が失われるという危機が目前に迫っています。中
小企業の都市である京都も例外ではありません。そこで、京都市、公益財団法人京
都高度技術研究所（ASTEM）では、若手後継者が家業の経営資源に、守り継ぐ技術
と新たな発想を掛け合わせ、新事業創出や市場開拓を結実させ、地域の事業を次
世代に引き継ぐことを目指す「京都アトツギイノベーションプロジェクト」を立ち上げ
ました。今回の「ミートアップ（講演・トークセッション・交流会）」は、この起点となる
企画であり、アトツギとして新規事業を立ち上げたり新市場に進出するなど、家業に
イノベーションを起こしている「次代への旗手」をアトツギイノベーターとして講師
にお招きしました。

日時:2019年7月24日（水） 　場所:京都経済センター

京都市ベンチャー型事業継承支援事業

京都アトツギイノベーションプロジェクト
MEET UP KYOTO

主催:京都市、公益財団法人京都高度技術研究所（ASTEM）
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これに対しても西堀耕太郎氏
は明確な解決策を提示します。

「それならば、上記の2点を
クリアすれば良いのです。私
自身の経験に基づ いても十
分に可能だと思います。また、
現在の当社のスタッフは専務
の妻以外はすべて外部から

来てもらった人々です。将来的にはその誰かに継いでもらって
も良いと考えています。さらに視野を広げれば、当社の商品世
界に深い愛着を持つ外国人でも構わない。事業継承について
も、次代に向けた柔軟な姿勢と発想が必要だと思います。イノ
ベーションを起こすのは『よそ者・若者・ばか者』という指摘も
あります（笑）。これは私自身にも見事に当てはまる言葉です。
ダーウィンの進化論でも強者ではなく、環境に適応した者が生
き残ると述べています」。自身が日吉屋を継承すると言った時、
周囲が大反対した事例を挙げて、西堀耕太郎氏は誰もが事業
の先行きについて懸念を抱くものにこそ、大きな可能性が秘め
られていると断言します。
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「事業継承は最高のベンチャーだ!」

株式会社サンワカンパニー
代表取締役社長　山根 太郎 氏

　サンワカンパニーの創業は1979年、故・山根幸治元社長
が建築資材の輸入販売を目的に大阪市で設立しました。イン
ターネット通信販売事業を開始したのは2000年です。長男
の山根太郎氏は関西学院大学経済学部に進学し、交換留学に
よってイタリアのフィレンツェ大学で学んだ後、2008年に伊藤
忠商事株式会社に入社。2010年から2年間上海に駐在しま
す。「当時は家業を継ぐ気はまったくありませんでした。ところ
が2012年夏に末期がんだった父親から国際電話がかかって

きたのです。『会いたい。後
を継いでほしい』。急いで帰
国しましたが、まもなく他界し
ました」。山根太郎氏は2014
年に代表取締役に就任し、東
証マザ ーズ 最 年 少 社 長（当
時）になります。
　就任後の最初の仕事は採

算が取れず、損失が累積していた100 % 出資のシンガポール
販売子会社の閉鎖でした。2億円を損失計上し、株価は暴落、
厳しい批判の眼に晒されました。また、「世界のサンワカンパ
ニー」を目指すという高い目標を示したところ、従業員の４割
が辞めるという事態になりました。「後継ぎは当初誰でも酷評
されます。しかし、例えばファーストリテイリングの柳井正氏も
2代目ですが、揶揄する人は皆無です。要するに実績、結果な
のです。昨年、現在の経営幹部と新しく経営理念・ビジョンを策
定しました。経営理念では会社のあり方を示す共通言語を示
し、またビジョンはファミリービジネスの根幹がどこにあるのか
を知らしめることが大切であると考えたからです」。
　企業にとってイノベーショ
ンは不可欠ですが、ITなどに
よる改革だけがすべてではな
い。現時点で起こせる革新は
何なのか。これを見極めるこ
とが重要だと山根太郎氏は
強調します。「社員に我が社
の強みは何かと問うと、異口
同音に返ってきたのが『デザインの良さ!』でした。では、それ
をお客様にどのようにアピールするのか。そこで考えたのがド
イツの『iF Design Award』でした。世界ランキングが表示さ
れ、客観的な評価が得られるからです」。2015年度から受賞
を重ね、バス・洗面カテゴリでは世界5位、日本企業では1位の
ポジションを獲得しています。また、イタリアで開催される世界
最大規模の家具見本市「ミラノサローネ国際家具見本市」への
出展を2016年から行い、最も優れた出展企業に贈られる「ミ
ラノサローネ・アワード」をアジア企業として初めて受賞。これ
によってブランド力が高まり、ビジネスも格段にし易くなったと
ふり返ります。
　この業界は特に女性スタッフが多く、その定着率を高めるこ
とが課題でしたが、これに関しても山根太郎氏は時代に先駆け
る大胆な働き方改革を断行します。「産休を取った女性社員
が戻ってきやすいように子どもが中学生になるまで活用できる
育児のための時短勤務制度を採用しました。産休復職率はほ
ぼ100 %です。これでキャリアのある女性社員を確保すること
ができるようになりました」。さらに新規募集でも際立つ女性人
材を獲得できるようになったのです。
　山根太郎氏はメンターとして社外取締役に迎えた出口治明氏

（ライフネット生命保険㈱創業者・立命館アジア太平洋大学学
長）の教えを重視しています。「自社が社会にとっていかに重
要であるかを発信し続けるのが社長の最大の仕事」という指摘
です。現在、SNSなどを積極的に活用して発信を続け、『アトツ
ギが日本を救う━事業継承は最高のベンチャーだ』（幻冬舎）
も出版。上場企業の社長約3700人の中で唯一年間契約のつ
いているスポーツ（テニス）選手であることも自社の広報活動
に役立ち、関西で初めて実施した育児時短勤務制度なども注
目度を高める一助になっています。ためらうことなく、あらゆる
可能性に挑むこと。それがファミリービジネスを次代に継承す
るための大きなパワーになると山根太郎氏は提言します。


